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【科目】有機化学 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・3 年次
【担当教員】

赤羽 良一

【授業目標・教育方針】
有機機電子論の立場から、有機分子を三次元的に理解し、また表示するための立体化学に習熟する。ハロゲン化アル
キルの反応、特にその求核置換反応と脱離反応を理解する。さらに、芳香族化合物の反応性を理解する。

【授業概要】
この授業では、２年生で学んだ「基礎有機化学」を基礎として、引き続き有機電子論の立場から、新たな化合物群に
ついて学習し、さらに、有機分子を三次元的に理解する立体化学を学ぶ。この授業は、ここで学ぶ内容を理解する、
というだけではなく、この授業以降、より進んだ有機化学や有機材料化学、そして生物有機化学、生化学などを学ぶ
ために必要な強固な基礎学力をつけることも目的としている。
ポイントは以下のとおりである。
１）有機化合物の立体化学（分子、反応を３次元的に理解する）
２）有機ハロゲン化物の求核置換反応と脱離反応
３）芳香族化合物の性質と反応

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：マクマリー著、有機化学（上）、同（中）、伊東、ら訳、東京化学同人。参考書については授業で紹介する。
図書館に数多くの有用な有機化学の学習書があるので、随時参考にしてください。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講議形式で行う。場合により、コンピュータを利用した分子３次元表示、反応のアニメーションの授業を
行うことも考えている。

【リンク】
homepage of Ryoichi Akaba:http://www.chem.gunma-ct.ac.jp/org/akaba/index.html

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，その他：小テスト１回、夏休み宿題合わせて 10％
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，その他：小テスト１回、冬休み宿題合わせて 10％

【本校の学習・教育目標】
○ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：有機化学 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1-4 有機分子の立体化学 鏡像異性体と四面体炭素、光学活性、比旋光度、立体
配置表示のための表示則など。ジアステレオマー、ラ
セミ体とその分割、Fischer 投影式など。

5-9 有機分子の立体化学 有機反応における立体化学、ハロゲン化水素の
付加、臭素分子の付加、キラルなアルケンへの付加、
自然におけるキラリテイー、など。

小テスト

10-13 ハロゲン化アルキルの構造、合
成

命名法、ハロゲン化アルキルの構造、合成、アルカン
のラジカルハロゲン化、アリル位臭素化など。

14-15 ハロゲン化アルキルの反応 Grignard 試薬の調製と反応、有機金属カップリング反
応、酸化と還元など。

16-20 ハロゲン化アルキルの反応 有機ハロゲン化物の求核置換反応、求核置換反応の立
体化学、SN １とその特性、SN2 反応とその特性、ハ
ロゲン化アルキルの脱離反応。

21-24 ベンゼンと芳香族性 命名法、ベンゼンの安定性、芳香族性、ヒュッケル
則、複素環化合物、多環式芳香族化合物

小テスト

25-30 芳香族求電子置換反応 臭素化、ニトロ化などの芳香族求電子置換反応、
Friedel-Crafts 反応、求核置換反応、芳香族化合物の合
成など。
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